
２０１１年度講義要項 早稲田大学大学院公共経営研究科

科目名 戦後内閣の軌跡

担当者 福島淑彦、縣 公一郎

配当学期 秋学期

単位 ２単位

授業概要 戦後歴代内閣から、履修者との協議の上で、一定数の内閣を抽出し、

その時代における主要な政策内容、その目的と実態、及びその時代の

政治状況、関係アクター等の側面から、比較議論する。講義は、履修

者の報告を基盤として展開する。本学特命教授河野洋平氏をほぼ毎回

お招ねきし、当該報告に対するコメントを求めて、履修者との意見交

換を行い、議論を深めたい。

対象とする予定の内閣とその主要政策（河野特命教授には、佐藤内

閣以降に重点を置いて頂く予定）

吉田茂内閣 講和条約

鳩山一郎内閣 対ソ政策

岸信介内閣 安保条約

池田勇人内閣 所得倍増計画

佐藤栄作内閣 沖縄返還

田中角栄内閣 列島改造計画・日中外交

三木武夫内閣 政治改革・ロッキード事件対応

福田赳夫内閣 テロ対応

大平正芳内閣 消費税論議

中曽根康弘内閣 行政改革・日米ロンヤス関係

竹下登内閣 消費税導入・リクルート事件

宮沢喜一内閣 PKO 法・カンボジア PKO 活動

細川護熙内閣 多党連立・小選挙区導入

村山富一内閣 震災対応・サリン事件・村山談話

橋本龍太郎内閣 行政/財政構造改革・普天間対応

小渕恵三内閣 行政改革・対地雷禁止条約

森喜朗内閣 九州沖縄サミット

小泉純一郎内閣 郵政民営化・日米関係・イラク戦争

授業の

到達目標

抽出された内閣相互の比較に基づき、戦後内閣の動向を理解する。

授業計画 9 月 27 日 ガイダンス

10 月 4 日 議長ご講演

「野田政権の評価、政権交代の意義、自民党のあり方」

11日 招聘講師ご講演等

18日 招聘講師ご講演等

11 月 1 日 履修者報告開始

8日 （以下は、履修者と協議の上決定する）

15日

22 日

29 日

12 月 6 日



13 日

20 日

1 月 17 日

24 日 総括討論

教科書 特になし

参考文献 例えば、以下のものが参照されうる。

河野氏関連文献

党人 河野一郎―最後の十年

自由社会は沈まず!―対談 (1973 年) (太陽の本)

河野一族―一郎,謙三,洋平ーその反骨の系譜 (1976 年)

河野洋平・田川誠一保守新党への出発 (1976 年)

沢木耕太郎『若き実力者たち―現代を疾走する１２人』（1973 年）

佐藤嘉尚『選挙バカ狂騒曲ラプソディ』（2008 年）

河野洋平、河野太郎『決断―河野父子の生体肝移植』（2004 年）

河野太郎『私が自民党を立て直す』（2010 年）

河野太郎『変われない組織は亡びる』（2010 年）

河野洋平後援会編集選挙の記録集（冊子）

参考文献

戦後日本の政党と内閣―時事世論調査による分析（1981 年）

戦後保守政治の軌跡―吉田内閣から鈴木内閣まで 座談会 （1982 年）

自民党―長期支配の構造― （1989 年）

総務庁年次報告書 平成 2 年 9 月―戦後行政の回顧と行政改革の動向

（1990 年）

現代政党学：政党システム論の分析枠組み （1992 年）

戦後宰相論（1994 年）

自民党―政権党の 38 年― （1995 年）

戦後日本を築いた宰相たち : 吉田茂から田中角栄まで （1996 年）

戦後日本の宰相たち（2001 年）

自民党と戦後―政権党の 50 年（2005 年）

後藤田正晴と十二人の総理たち （2006 年、文春文庫）

戦後保守党史 （2006 年、岩波現代文庫）

自民党―政権党の 38 年 (2008 年、中公文庫)

今日の総理（2009 年）

2009 年、なぜ政権交代だったのか―読売・早稲田の共同調査で読みと

く日本政治の転換―（2009 年）

政策内容毎には、適宜提示する。

成績評価方法 割合 評価基準
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